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青森県社会保険労務士会会報 平成23年８月号　⑵第111号

　第33回通常総会が去る５月24日、ホテル青森で開催された。

当日は、会員201名のうち56名出席（ほか委任状提出89名計145名）された。

司会を、八戸支部石橋理事が担当、坂下副会長の開会宣言の後、前回以後の４名の故人へ黙祷

を捧げたあと、ご来賓のみなさまからご祝辞をいただいた。議事に先立ち議長に十和田支部山

岸孝行氏、副議長に五所川原支部山崎博見氏を、議事録署名人に青森支部今善樹氏と青森支部

桐田宗美氏を選任した。

　議事に入り、第４号議案事業計画案と第５号議案予算案で質疑が交わされたが両案とも原案

通り承認された。第１号議案から第３号議案は提案どおり承認された。

　そのあと、役員改選に入り青森支部葛西一美会長以下の役員を選任し閉会した。

※２ページはこちらに差し替えになりますのでよろしくお願いします。

全国社会保険労務士会連合会
事務局長　澤江　慎一

会長　葛西　一美

青森労働局長　鈴木　一光
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● ● ● ●　会長あいさつ　● ● ● ●

会長　葛　西　一　美
　いそがしいなかご出席いただきありがとうございました。全国社会保険労務士会連合会から澤
江事務局長が、また我々の認可庁であります青森労働局から鈴木局長においでいただきありがと
うございました。
　ごあいさつを申し上げる前に、まず、去る３月11日東日本大震災が発生いたしまして、東北地
方の多数の方が亡くなり、又行方不明、家屋の倒壊等未曾有の大被害を受けられました。被災さ
れたみなさま並びに家族、関係者に心からお見舞い申し上げます。
　私、３月30日に船から見てまいりましたが、言葉も出ない状況でした。大変な事態で１～３年
で解決するものでないという感じを受けてまいりました。
　また、私共も地震のあと直ちに調査をいたしまして、会員のなかでの被災、あるいは非開業の
方で勤務している会社が完全にやられてしまったということがありましたが、生命にかかわるこ
とはございませんでした。しかし、顧問先においては、三沢から八戸にかけて、八戸支部長の坂
下さんのところは、未だ汽車も通れないという状況でありますから、あと海岸通りは大変な事態
でありまして、これは長期戦でじっくりいこうということで、八戸支部の会員については、まず
自分の顧問先をしっかりやってほしい。ここは、第１次災害指定の場所でありますから、現在そ
れでやっていただいております。ただ、第２次災害については、青森商工会議所と我々社労士会
と合同で青森商工会議所の中に電話もFAXも通してもらい毎週木曜日、これは長期戦で来年の３
月29日の木曜日まで１年間対応していこうと、遺族年金とかありますが、まだ、新聞報道だけ言
葉が先行しておりますので、様式とか、我々は、実務者でありなかなかそれにすべて対応できる
というものでありませんけれど、しっかり労働局長さんと協議しながら、労災保険の取り扱いに
しましてもあるいは年金事務所の遺族年金に関してもしっかりやっていきたいというつもりで、
役員がフル回転でやってまいりました。ようやく落ち着いて先を見ながら仕事ができるという状
況にあります。
　　年金の関係でありますが、青森年金事務所と社労士会とは毎月連絡会を実施し、連携をしっ
かりとりながら、我々の意見も十分入れながらやっていきたい。昨年、算定基礎届は社労士へは
送ってもらえなかったけれど、今年度からはまとめて送ってもらうことになりましたので、元の
とおりになったということでご理解をいただきたいと思います。
　皆さん方に資料は全部送ってありますので、諸会議にしても、連合会の会議にしても、研修に
しても、役員と言いましても専務理事、常務理事、研修委員長にしましてもボランティァであり、
よくこれほどの事業を企画して実施してくれたなァと、特に後半はこの３月の地震以来、大変な
状況下でありましてそれをしっかり、無駄なくやって、まァ能力のある役員ばかりでありますか
ら、手堅くやっていただいたことに感謝いたしております。
　年金関係も年金マスターを連合会で、我々は、年金相談カウンセラーを何十年も前から役所と
一緒にきましたけれども、あれはあれとして、今はWMを使ってやってもらうということで、今、
地震のためその点は一時頓挫しましたけれども、総会後は、新体制でしっかりやっていけるもの
と思われます。
　大学院につきましては、私立大学、国立大学とも全国に先駆けて我々はやっているものと思い
ます。弘前大学大学院へ通っている人も順調に・・・今折り返しに入り最後の１年にかかってお
ります。どうか、希望する方は、私立、国立を問わず事務局に、単独で大学院に行かないように
して、相談してぜひ勉学に励んで資質の向上の最たるものですからぜひ行っていただきたいと思
います。大学院については、なかなか腹を決めて通うということは、度胸も必要ですが、行って
みるとさほどでもありませんから若い人であれば十分ついていける状況でありますからぜひ行っ
てほしいと思います。
　私の方からは、そういうことで地震についてのその後の経過等については、しっかりやって組
織を挙げて社会に貢献してゆきたいという思いで、来年の３月までの計画を立てて会議所関係と
十分な協力体制を築き役所とも協議しながら今後も続けてゆきたいと思っております。どうかこ
の１年我々が計画した事業計画、予算等についてみなさんのご意見を等も入れながら組織を活性
化させてまいりたいと思いますのでよろしくお願いしたいと思います。
　どうもありがとうございました。
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● ● ● ●　ご　祝　辞　● ● ● ●

青森労働局長　鈴　木　一　光

　青森労働局の鈴木でございます。
　本日は、青森県社会保険労務士会第33回通常総会が盛大に開催されますことを心よりお祝い申
し上げます。
　まず、葛西会長はじめ社会保険労務士会並びに会員の皆様におかれましては、労働行政の運営
推進につきまして、ご理解とご協力を賜っておりますことにつきましてこの場をお借りしまして
厚く御礼申しあげたいと思います。
　さて、このたびの東日本大震災によりまして当青森県におきましても八戸を中心に津波により
まして大きな被害が発生しております。また、物流面におきまして大きな支障がでるなどさまざ
まな直接的、間接的な被害も発生しております。被災されました皆様方に対しまして心よりお見
舞い申し上げますとともに一日も早い復旧・復興を願っております。
　震災から２カ月経過しましたが、青森県におきまして少しずつ復旧・復興が見えはじめてきて
いるところでございます。しかしながら、一方で震災の影響によりまして有効求人倍率が23年２
月の0.48倍から３月0.39倍と大きく低下しております。新幹線の開業効果などによりまして非常
に明るい動きの見えはじめた雇用情勢ではありますが、一変にして厳しい状況となっております。
　こうした大震災への対応として労働行政といたしまして厚生労働副大臣を座長とします被災者
等就労支援雇用創出推進会議が取りまとめました「日本は一つ仕事プロジェクト」に基づきます
雇用調整助成金の要件緩和、雇用保険の特例措置などのさまざまな支援措置を講じてきていると
ころでございます。
　青森県社会保険労務士会におかれましても、葛西会長を先頭に様々震災対応にあたられており
ます。さきほど、会長から話がありましたけれども、商工会議所内におきまして震災にかかる相
談コーナーを設置し、社労士の方々が交替で私どもの雇用調整助成金、雇用保険の特例措置等さ
まざまな震災対策を含めまして相談にあたられているということでございます。こういった未曾
有の震災対策につきまして、私ども行政機関のみならず社労士会のみなさまが、このような相談
にあたられているということは大変意義深いことだと思っておりましてあらためて深く感謝申し
上げたいと思っております。
　こうした状況の中で、青森労働局といたしまして平成23年度は、各種震災対策に力を入れて八
戸地域をはじめとした青森県の復旧・復興のお役に立ちたいと思っております。また引き続き労
働条件の確保・改善、最低賃金制度の適切な運営、労働者の安全と健康の確保、的確な労災補償
の実施につきましても着実に推進していきたいと考えております。
　今後とも社会保険労務士会のみなさまとの連携を密にしながら、青森県内で働く人々、事業主
の方々のために積極的に諸施策を推進してまいりたいと考えておりますので、引き続きご理解と
ご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。
　最後になりますが、青森県社会保険労務士会及び会員のみなさまのますますのご発展と本日ご
参会のみなさまのご多幸をお祈り申し上げましてお祝いの言葉とさせていただきます。本日は、
誠におめでとうございます。
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　挨拶に先立ちまして、３月11日の東日本大震災においてお亡くなりになられた方にご冥福をお祈り申し
上げますとともに、お怪我をされた皆様や避難所等で不自由な生活を余儀なくされている皆様方に衷心よ
りお見舞い申し上げます。
　今回の大震災の発生を受け、連合会では、３月14日に東日本大震災災害対策本部を立ち上げ、都道府県
会とともに災害復興のために全力で取り組んでいるところでございます。
　また、皆様に義援金のご協力をお願い致しましたところ、多大なるご協力をいただき、心より感謝申し
上げる次第です。
　皆様からお預かりした義援金は、被災地の会員とその家族の生活再建の支援のために使わせていただく
とともに、社会貢献の一環として、被災地域の復興の一助となるよう、一部を日本赤十字社に寄付させて
いただきましたので、この場をお借りしてご報告申し上げます。
　さらに、連合会においては、「災害復興事業」を平成23年度の重点事業として掲げ、４月１日から「震災
復興ほっとライン」を開設し、被災された方々からの労働社会保険等に関する電話相談に応じるとともに、
５月からは、岩手、宮城、福島の各地域で「社労士労働年金相談ほっとキャラバン」を実施しているとこ
ろです。
　これらに加え、引き続き、都道府県会及び厚生労働省等が実施する災害対策事業にも積極的に協力し、
社労士としての社会的責任を果たしていく所存です。
　現在、このように大変な状況に置かれておりますが、本年度はこれまで以上に「連合会の政策は国民目線」、

「連合会の事業運営は会員目線」、「会員は顧客目線」という信念の下、会務運営に取り組んでまいりたいと
存じます。
　第一に、社労士業務を拡大するための第八次社会保険労務士法改正に引き続き取り組みます。この法改
正では、労働審判における代理業務、簡易裁判所における訴訟代理権の獲得をはじめとする要望事項を実
現させなくてはなりません。本年３月には紛争解決手続代理業務試験合格者が一万名を超えたところです
が、今後、特定社労士による個別労働関係紛争の実績及び社労士が日々の業務の中で受けた労働相談の実
績を明らかにし、社労士への労働審判及び簡易裁判所における代理権付与の有用性を示すことは極めて重
要であると考えるところです。そのためには、ＡＤＲ機関として、既に全国で35か所に設置されている社
労士会労働紛争解決センター及び全国の総合労働相談所での実績を積み重ねるとともに、全国社会保険労
務士政治連盟との連携を強化し、法改正に必要な対策を講じなければなりません。
　続いて、経営労務監査につきましても、社労士の職域として確立を図り、関心が高まりつつある労働条
件審査が地方自治体等における入札の必須条件となるよう推進する等、この業務が社労士業務の中核とな
るよう一層強力に取り組んでまいりたいと考えております。
　さらに、社労士制度が更に充実・発展し、国民の皆様から信頼を得るため、「体系的研修制度の構築」に
つきましても、引き続き推進してまいります。特に、昨年の12月に連合会ホームページに開設したｅ-ラー
ニングシステムは、社労士の専門性を高めるための分野別研修を、会員の皆様に「いつでも」「どこでも」

「何度でも」受講いただけるものです。連合会では、皆様の業務に直結した研修について、会員の皆様の受
講機会の拡大を図ってまいりたいと考えておりますので、積極的にご活用いただきたいと存じます。
　また、電子申請については、一括申請機能により大いに利便性が向上したことから、手続業務の効率を
高めるため、今後も都道府県会の皆様の協力を得ながら利用促進を図り、システムの改善及び電子申請の
対象手続の拡大を要請してまいります。
　街角の年金相談センターについては、昨年１月に運営業務を受託し、約１年半が経過いたしました。こ
れまで、都道府県会及びセンター職員の皆様には、国民の利便性向上のため、また、サービス向上のため
にご尽力いただいておりますことを改めて深く感謝申し上げます。
　かねてから街角センターが設置されていない県会への早期設置についても働きかけを行ってまいりまし
たが、日本年金機構との協議の結果、平成23年度中に、新たに常設型出張相談所として、街角センター未
設置県について五箇所新設し、さらに既設置県についても、混雑緩和を目的として、五箇所増設されるこ
とにより、全国で計10箇所増設されることが決定いたしております。引き続き未設置県への街角センター
設置要請を強力に推し進め、年金に対する不安解消と年金受給権等の権利擁護のため、国民の皆様の期待
に応えていきたいと考えております。
　いずれにしましても、これらの事業を成し遂げるためには、全会員が一致団結して取り組むことが不可
欠です。社労士制度のより一層の発展のため、積極的に業務に取り組んでいただきますよう改めてお願い
申し上げます。
　最後になりますが、日頃より、葛西会長をはじめ会員の皆様には、連合会の会務運営に多大なるご支援
とご協力を賜っておりますことに厚く御礼申し上げますとともに、貴会の益々のご発展と会員の皆様方の
ご健勝、ご多幸を心よりご祈念申し上げまして、私のお祝いのご挨拶といたします。
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青森県社会保険労務士会役員
平成23年５月24日改選（任期２年）

役職名 氏　名 所　属 役職名 氏　名 所　属

会　　長 葛　西　一　美 青　　森 理　　事 唐　牛　光　明 青　　森

副 会 長 榊　　　秀　雄 〃 〃 石　橋　一　恭 〃

〃 髙　地　豊　人 弘　　前 〃 島　守　雅　之 〃

〃 坂　下　武　治 八　　戸 〃 畑　中　伊與吉 む　　つ

専務理事 田名邉　　　收 青　　森 〃 境　谷　　　誠 五所川原

常務理事 石　倉　伸　一 十 和 田 監　　事 藤　田　光　雄 青　　森

〃 油　川　安　孝 弘　　前 〃 武　森　慎　一 十 和 田

理　　事 今　　　善　樹 青　　森 顧　　問 佐々木　孝　典 青　　森

〃 木　村　勝　嗣 〃

会 長 あ い さ つ
　このたび平成23年度通常総会において、会長に選任され、会の運営を担う
ことになりました。
　平成23年３月11日東日本大震災が発生し、多くの方々、企業に大きな影響
を与えており、我々社会保険労務士にとっても厳しいものとなっております。
　私共青森県会に対して全国社会保険労務士会連合会及び全国の都道府県会
社会保険労務士会の方々から御支援をいただいていることに心から感謝申し

上げます。
　私たち役員はこのような状況のなかで総会で承認された事業を積極的に展開していくつもりで
おります。
① ADRについては今年度は是非社労士会労働紛争解決センターを設置します。
② 研修を学者及び弁護士の先生方を講師に労働法を中心に労務管理研修を実施してまいります。
③ 成年後見制度へは積極的に取り組むことにしております。

　また、これまでも取り組んでいる電子申請及び年金研修は重要な事項であり引き続き充実を
図ってまいりたいと存じます。
　以上の事を中心に会務を進めてまいりたいと思いますので、会員の皆様のご支援とご協力を心
よりお願い申し上げます。

青森県社会保険労務士会
会長  葛西一美
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青森県社会保険労務士政治連盟役員
平成23年５月24日改選（任期２年）

青森県社会保険労務士会各委員会等役職

役職名 氏　名 所　属 役職名 氏　名 所　属

名誉会長 中　村　甲子男 八　　戸 幹　　事 木　村　勝　嗣 青　　森

会　　長 榊　　　秀　雄 青　　森 〃 宇　野　誠　一 弘　　前

副 会 長 葛　西　一　美 〃 〃 石　橋　一　恭 八　　戸

〃 坂　下　武　治 八　　戸 〃 島　守　雅　之 〃

〃 山　岸　孝　行 十 和 田 〃 杉　本　秀　俊 む　　つ

幹 事 長 油　川　安　孝 弘　　前 〃 境　谷　　　誠 五所川原

幹事長代理 山　崎　博　見 五所川原 監　　事 唐　牛　光　明 青　　森

幹　　事 成　田　光一郎 青　　森 〃 桐　田　宗　美 〃

委員会等名称 委員長等氏名 副委員長等氏名 担当三役

運 営 企 画 委 員 会 田名邉　　　收 田名邉　　　收

総 務 広 報 委 員 会 石　倉　伸　一 唐　牛　光　明 坂　下　武　治

財 務 委 員 会 境　谷　　　誠 畑　中　伊與吉 坂　下　武　治

研 修 委 員 会 油　川　安　孝 今　　　善　樹 榊　　　秀　雄

調 査 企 画 委 員 会 石　倉　伸　一 島　守　雅　之

青 年 委 員 会 葛　西　康　也 石　倉　伸　一

Ａ Ｄ Ｒ 委 員 会 田名邉　　　收 石　橋　一　恭

総 合 労 働 相 談 所 榊　　　秀　雄 木　村　勝　嗣

年金相談センター 髙　地　豊　人

綱 紀 委 員 会 髙　地　豊　人 油　川　安　孝
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日　　時　平成23年３月１日（火）
　　　　　13：30 ～ 16：50
場　　所　ホテル青森３階「あすなろの間」
受講者数　50名		
研修テーマ・講師		
　○「経営労務監査」の現状と未来
　　　�社会保険労務士の専門性の向上と確立

をめざして
　　講師：社会保険労務士総合研究機構
　　　　　主任研究員
　　　　　愛知東邦大学経営学部
　　　　　　　　　教　授　田村　　豊 氏

日　　時　平成23年７月15日（金）
　　　　　13：30 ～ 16：30
場　　所　浅虫温泉「南部屋」２Ｆ（雲井）
受講者数　57名		
研修テーマ・講師		
　○「企業を伸ばす雇用管理」
　　　�～労務監査も含めた雇用管理の実践に

ついて～
　　講師：�東京都社会保険労務士会城東統括

支部
　　　　　江東支部　副支部長兼研修委員長
　　　　　㈱吉田コンサルティング	
　　　　　社会保険労務士　吉田　孝司 氏	

平成22年度第２回研修会 平成23年度第１回研修会
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青森労働局からお知らせ
青森県電気機械器具製造業最低工賃

効力発生の日　平成23年5月1日
次の表の品目欄、工程欄及び規格欄の区分に応じ、金額欄に掲げる金額。

品　　目 工　　程 規　　格 金　　額

シールド線
端末加工（シールド線をよ
じり、かつ、芯線をむき出し、
よじり、ハンダ付けを行う
ことをいう）

100本につき
392円38銭

コネクター 差し（コンタクトをインシュ
レータに差し込むこと）

１端子ごとに差すもの 100端子につき
21円51銭

連続端子となっているもの 100回につき
46円23銭

アルミ電解
コンデンサー 目視による完成品外観検査

テーピング状で
行うもの

自動検査済みの
もの

100個につき
8円61銭

バラ状で行うもの 100個につき
15円31銭

※　最低工賃に関するご相談・お問い合わせは
　　青森労働局労働基準部賃金室（TEL 017－734－4114）または最寄りの労働基準監督署へ

支　　　部 役　　　職 氏　　　名 役　　　職 氏　　　名

青　　　　　森 支　部　長 榊　　　秀　雄 副 支 部 長 木　村　勝　嗣

弘　　　　　前 〃 油　川　安　孝 〃 髙　地　豊　人

八　　　　　戸 〃 坂　下　武　治 〃 石　橋　一　恭

む　　　　　つ 〃 畑　中　伊與吉 〃 杉　本　秀　俊

十　　和　　田
〃 石　倉　伸　一 〃 武　森　慎　一

〃 西　野　恭　通

五　所　川　原 〃 境　谷　　　誠 〃 山　崎　博　見
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日　　時　平成23年２月10日（木）13：30 ～
場　　所　青森年金事務所
議　　題
　１．年金マスター研修の実施について

日　　時　平成23年３月10日（木）10：30 ～
場　　所　ホテル青森
議　　題　
　１．�各電子申請相談員の活動報告
　２．来年度の取組について
　３．電子申請に関する情報交換

日　　時　平成23年３月18日（金）10：30 ～
場　　所　ホテル青森
議　　題　
　１．�各支部における東北地方太平洋沖地震被害

について
　２．東北地方太平洋沖地震の義援活動について
　３．�兵庫県南部地震に伴う労働基準法の疑義解

釈について
　４．最低賃金総合相談センターについて
　５．�年金マスター研修について
　４．通常総会開催について

日　　時　平成23年４月15日（金）10：30 ～
場　　所　ホテル青森
議　　題　
　１．第168回連合会理事会の結果報告
　２．平成23年度通常総会の審議
　３．その他

日　　時　平成23年４月15日（金）13：00 ～
場　　所　ホテル青森
議　　題　
　１．第168回連合会理事会の結果報告
　２．平成23年度通常総会の審議
　３．その他

日　　時　平成23年６月９日（木）15：30 ～
場　　所　ホテル秋田屋
議　　題　
　１．第33回通常総会の総括
　２．第170回連合会理事会報告
　３．各委員会の構成
　４．平成23年度各事業実施について
　５．東日本大震災義援金の扱いについて

	
日　　時　平成23年７月15日（金）11：00 ～
場　　所　南部屋
議　　題　
　１．�事業実施の具体的計画について
　２．その他

日　　時　平成23年８月９日（火）12：00 ～
場　　所　ホテル青森
議　　題　
　１．�連合会第173回理事会報告
　２．紛争解決センター設立の進め方
　３．研修のあり方
　４．事務局人事について
　５．その他

年金マスター会議

平成22年度第２回電子申請委員会

平成22年度第５回三役会

平成23年度第１回三役会　

平成23年度第１回理事会

平成23年度第３回理事会

平成23年度第２回三役会

平成23年度第３回三役会

東日本大震災義援金東日本大震災義援金
　青森県社労士会東日本大震災義援金募集にあたりご協力あ
りがとうございました。
　皆様方のご協力により義援金は総額581,500円集まりました。
　７月20日に連合会へ送金させていただいたことをご報告い
たします。
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中小企業　退職金共済制度
＜加入の手続き＞
☆�　所定の申込書に記入・押印

の上、お近くの金融機関また
は青森県社会保険労務士会を
経由して提出して下さい。

　�　なお、事業所が新規に加入
した場合で社会保険労務士が
青森県社会保険労務士会を経
由して申し込みをした場合、
手数料が支給されます。

＜お問い合わせ先＞
青　　森　　県
社会保険労務士会

TEL 017－773－5179
中退共普及推進員
渡　邊　　　茂

TEL 017－739－4883

「社会保険労務士賠償責任保険」
に加入しましょう

　この保険は、社会保険労務士が社会保険労務士業務により、業務を委嘱した顧客または第三者に与えた
財務上の損害につき、保険期間中に損害賠償請求を提起された場合において、社会保険労務士が法律上の
損害賠償責任を負担したことによって被る損害を補償するものです。さらに、保険会社の同意を得て支出
した争訟費用（弁護士費用など）も保証します。

安心、円滑な業務遂行・顧問先との信頼関係の
維持のためにも是非加入しましょう。

保険期間は12月１日午後４時からの１年間です。毎月中途加入も受け付けております。
（中途加入の場合、毎月10日までにお申込みを頂いた場合、翌月１日から補償が開始する契約となっ
ており、各月の11日以降にお申込みを頂いた場合は、翌々月１日からの契約となります。）

青森県社会保険労務士会
全国社会保険労務士会連合会

ご希望の方へはパンフレットをお送りしますので、事務局までご連絡ください。

＜お問合せ先＞

＜取扱代理店＞
有限会社 エス・アール・サービス
東京都中央区日本橋本石町３―２―12
社会保険労務士会館
TEL 03―6225―4873

＜引受保険会社＞
東京海上日動火災保険株式会社
広域法人部法人第三課
　東京都千代田区大手町１―５―１
　　　大手町ファーストスクエアWEST11階
　TEL 03―5223―3167
三井住友海上火災保険株式会社
富士火災海上保険株式会社
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　総務広報委員として活字ベタですが、会報の発行に携わる
ことになりました。県会の多岐にわたる活動状況を伝え、会

員の皆様の声を拾い上げ、じっくり読んでもらえる（新会員の紹介欄以外も）会
報になるよう、石倉常務共々頑張りますので、よろしくお願いします。（牛）
　　総務広報委員会　石倉伸一（十和田支部）・唐牛光明（青森支部）

平成23年７月15日現在会員数
支部名

会員種別 青　　森 弘　　前 八　　戸 む　　つ 十 和 田 五所川原 合　　計

開　　　業 57 27 40 10 15 13 162
非　開　業 12 7 10 2 4 0 35
合　　　計 69 34 50 12 19 13 197

氏　　　名 変　　　　更　　　　内　　　　　容

大　坂　みどり 住 所
電 話 番 号

〒030－0961　青森市浪打１－３－15　セビアン２号
017－752－1829

福　田　靖　一 事 務 所 名 称 福田社労士事務所

山　田　秀　樹 勤 務 先
勤 務 先 所 在 地

青い森信用金庫営業統括部
〒031－0086　八戸市大字八日町18

飯　田　由　紀 事 務 所 所 在 地
事務所電話番号

〒031－0071　八戸市沼館１－３－35
0178－43－4523

佐　藤　博　子 事 務 所 名 称 ソフィア特定社会保険労務士法人東北支社
山　村　義　彦 住 所 〒038－0003　青森市石江岡部157－５
中　田　宇　宣 事 務 所 名 称 社労士みちのく労務
葛　西　康　也 事 務 所 所 在 地 〒030－0851　青森市旭町１－11－26－１

【諸　変　更】

氏　　名 支　部 種　別 退会日
工　藤　繁　美 弘　　前 非開業 H23.３.31
田　村　こずえ 八　　戸 開　業 H23.３.31
中　　　誠太郎 八　　戸 開　業 H23.３.31
浅　利　有　里 弘　　前 非開業 H23.４.30

氏　　名 支　部 種　別 退会日 移管先
大　湊　政五郎 八　　戸 非開業 H23.３.31 宮城県会
花　部　　　訓 む　　つ 非開業 H23.６.30 宮城県会

氏　　名 種　　別 変更年月日 事務所名・事務所所在地

福　士　義　美 開業　→　非開業 H23.３.31 社会保険労務士福士事務所
〒036－8186　弘前市富田３－４－18

【退会者】

【退会者（移管）】

【種別変更】

お 悔 み
＜弘前支部＞
大西　清敬さん

１月20日逝去
村田　清一さん

７月14日逝去
＜八戸支部＞
工藤　敏啓さん

４月17日逝去
高橋　　弘さん

５月２日逝去
謹んでご冥福をお祈り申
し上げます。




